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冴えない外科医の教育論
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　日本のような資源のない小国が発展してゆくに

は、一貫した教育システムとそれを基盤にした人

材育成が必要である。内在する潜在能力を引きだ

し、個性を伸ばすという教育が必要なはずであ

る。しかし、近年ではあまりにも発達しすぎた情

報網のために価値観が多様化し、教育する側にも

時間的制約、精神的圧力、時には商業主義が重く

のしかかり、本来あるべき教育の姿が影を潜めて

しまっているのではないかと考える。

　自分自身の周囲をみても、ハラスメントといっ

た“御印籠”が振りかざされ、本来なされるべき

教育・指導がなされていないのでないかと疑問を

感じることさえある。ハラスメントを否定してい

るわけではない。教育とハラスメントが混同され

ていないか？ ということを認識すべきであると

言いたいのである。個々の個性、能力、受容性を

十分に理解し、適切な助言・教育を行うことは必

要であり、それをやらずして適切な医療が可能で

あうか？ とくに、外科医療においては、適切な

教育がなされず基本的な医療がなされなければ、

患者さんの生命を脅かすこともある。

　われわれの施設でも毎朝、術前カンファラン

ス、術後カンファランス、臨床検討会が行われ、

毎回のように同じコメントを繰り返す。症例の適

切な治療方針確認と適切な外科治療が行われたか

どうかの確認はもちろんであるが、若いスタッフ

がそれらを十分に理解しているかどうか、的確な

プレゼンテーションを短時間でできるかどうか、

最新の情報を身につけているかなどを毎回のよう

に確認するのが私の仕事であり、すなわち教育で

ある。しかし、若いスタッフには、どうも“小う

るさいおじさん”としか映らないようである。こ

れは、私自身にも問題があると考え、改善するよ

う日々努力している。

　各人の特性を理解して、均一ではない強弱をつ

けた教育をしないと、円滑に進まない場合もある

であろう。人は誰にでも得て不得手がある。不得

手の点を攻め立てるよりも、得ての点を伸ばす方

が個人にとっても、組織にとっても良いこともあ

る。バランスを考慮しながら教育する必要があ

る。手術手技は卓越しているが文書を書くのが

苦手なスタッフもいれば、十分な知識があるのに

コミュニケーション能力が低いスタッフなど、千

差万別である。毎年、人事異動で若いスタッフが

交代するのが楽しみでもあり恐怖でもある。今度

は、一体どんな若手が異動して来るのかと、まさ

に一大イベントである。私には個人の特性を見

極め、スタッフをきちんと教育する義務と責任が

ある。限られた時間を、本人にとって少しでも意

義のあるものにしなければならない。そのために

自分自身も絶えず勉強し、誰もが納得しうる教育

ができるように研鑽しなければならないと考えて 

いる。

　私は、事あるごとにバランス感覚のある外科医

になれるよう努力しなさいと教育している。外科

医である以上卓越した外科技術を身につけ、良質

な医療を患者さんに提供できるように自己犠牲の

精神をもって研鑽しなければならないし、一研究

者として基礎研究を学び、さまざまな観点から医

学的事象を的確に判断できる能力を身につける必
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要もある。いわば、“文武両道”を実践する必要

があることを常に説いている。もちろん、自分自

身も常に“文武両道”を目標として、診療、研究

にあたっている。

　教育は本当に難しいものである。教え育てると

いう道がいかに大変な道であるかは、多くの方々

が経験しているところであり正解はない。さまざ

まな教育の道があって良いと考える。これから

も、自分の信じる手法で、社会貢献のできる外科

医を育てたいと考えている。




